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最
近
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
「
教
育
」

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す
る

度
に
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
教
育
に
携
わ

っ
て
き
た
者
と
し
て
、
ま
た
、
今
の
職

に
あ
る
者
と
し
て
、
四
日
市
市
の
子
ど

も
た
ち
は
健
や
か
に
育
ま
れ
て
い
る

の
か
、
保
護
者
の
方
々
は
本
市
の
教
育

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
お

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
先
生
方
は
生
き

が
い
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
等
々
で
す
。 

現
在
の
教
育
界
は
、
先
生
方
の
中
に

将
来
に
夢
や
生
き
が
い
を
持
て
な
い
、

ま
た
憂
鬱
な
気
分
を
感
じ
て
い
る
人

の
割
合
が
増
え
て
き
て
い
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
社
会
情
勢

の
急
激
な
変
化
も
あ
っ
て
、
保
護
者
か

ら
の
種
々
の
注
文
や
厳
し
い
ご
意
見

な
ど
、
学
校
、
教
員
に
対
す
る
批
判
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
わ
れ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
教
育
を

受
け
た
頃
の
価
値
観
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
（
こ

れ
は
、
こ
の
世
の
怖
い
も
の
の
順
に
表

し
た
も
の
で
す
。
先
の
２
つ
は
自
然
へ

の
脅
威
、
次
は
人
災
へ
の
戒
め
、
最
後

は
親
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
も
の

で
す
。
）
こ
こ
に
あ
る
「
親
父
」
は
死

語
と
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
子
ど
も
に
対
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
親
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
や
躾

な
ど
家
庭
教
育
で
の
不
安
の
表
れ
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
現
代
社
会

の
物
質
的
な
豊
か
さ
や
現
実
の
経
済

状
況
に
よ
る
教
育
格
差
の
問
題
、
自

由
・
民
主
主
義
の
少
し
偏
っ
た
考
え
方

（
際
立
っ
た
個
人
主
義
）
か
ら
き
て
い

る
も
の
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
私

た
ち
が
行
な
っ
て
き
た
教
育
に
も
反

省
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
自
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
こ
そ
、
い
や
何
時
の
時
代
で
あ
っ

て
も
、
教
員
が
熱
意
と
生
き
が
い
を
も

っ
て
、
教
職
に
励
み
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
姿
を
示
す
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
先
生
方
の

姿
が
良
き
大
人
の
モ
デ
ル
と
し
て
の

存
在
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。 

混
沌
と
し
た
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
を
い
か
に

生
き
抜
い
て
い
く
か
を
、
「
豊
か
な

心
」
、「
問
題
解
決
能
力
」
の
育
成
を
中

心
と
し
た
教
育
の
本
質
を
き
ち
ん
と

子
ど
も
た
ち
に
学
ば
せ
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
歩
む

教
師
像
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

 
 

「
思
う
こ
と
」 

教
育
長  

水
越 

利
幸
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教育支援課 特別支援教育・相談グループより 

 
 四日市市適応指導教室（ふれあい教室）より 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

体制 取り組みの内容例 チェック

① 教育相談期間等を定期的に持つなど，児童生徒と教師の人間関係づくりを進めている。

 

② Ｑ－Ｕ等を活用し，児童生徒や学級の状態を把握した学級･学年づくりを進めている。 
 

予
防
体
制
づ
く
り 

③ 不登校傾向のある児童生徒の把握に努め，早期に対応する体制づくりを進めている。 
 

④ 毎日の出欠席状況が把握され，教職員間でその情報が共有されている。 
 

⑤ 欠席状況に応じた電話連絡・家庭訪問等の支援体制が整備されており，初期対応が学校・

学年で統一されている。 

 

⑥ 累計欠席を意識し，一定期間の欠席が続く場合（例えば 10 日程度）は，不登校支援委

員会や教育相談担当者等への報告体制ができている。 

 

早
期
対
応
体
制
づ
く
り 

⑦ 定期的な学年会等で，気になる児童生徒や不登校の児童生徒について話し合う機会が確

保されている。 

 

⑧ 不登校支援委員会等が組織され，メンバーの役割が明確になっている。 
 

⑨ 不登校支援委員会等を定期的に開催し，気になる児童生徒や不登校児童生徒の最新の情

報を共有して，支援の方向性や具体的な対応を話し合っている。 

 

支
援
体
制
づ
く
り ⑩ 欠席が長期化しているケースについて，関係機関と連携した取り組みがなされている。
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四日市市の不登校児童生徒数は，全国平均に比べ高い数値を示しています。不登校は学年が上がる

につれ長期化・慢性化する傾向があり，不登校減少のためには未然防止の取り組みが必要です。とり

わけ，最初の欠席 3 日間の早期対応がポイントと考えます。 

（参考：高知県教育委員会心の教育センター「不登校予防チェックリスト」2010 ） 

昨年度からふれあい教室では不登校支援のための具体的な学校体制づくりについて研究していま

す。その結果，担任一人の取り組みではなく，学校全体の体制づくりが大きな成果を発揮することが

見えてきました。自校の取り組み状況をチェックしてみてください。 

  学校づくりのためのチェックリスト１０ 



 早期対応体制づくりのポイント 
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保健室に行くことが多くなる        表情が暗い 

  休みの翌日や特定日に休みが多くなる    食欲がなく，顔色が悪い 

  遅刻や早退が多くなる           授業中ボーっとしている 

  理由のはっきりしない欠席が増える     家庭環境が変化した 

  部活や委員会を休みがちになる       友達とのトラブルが増えた 

あれっ？と感じたら・・－ 情報を共有してサインを見逃さない －  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ＜1 日目＞ 

電話連絡 

欠席理由の把握 

  ＜２日目＞ 

家庭訪問 

児童生徒と家庭 

の実態把握 

＜３日目＞ 

プチ支援会議 
対
応
例 
欠席をしたら・・― 最初の３日間の対応が重要！― 

学年等で 

対策を練る 

 
 
 
 
  
 
 

※ 家庭での様子を知ることは，より効果的な支援へとつながります。また早期に対応すると，

保護者との信頼関係を得やすくなります。 
 
 
 
 

欠席が続いたら・・－スクールカウンセラー(SC)や相談機関へ － 
 
 担任一人で対応するのではなく，学年会や不登校支援委員会等で相談しましょう。ＳＣや専門

機関へつなぐことも一つの方法です。  
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研究協議会は自己相互研鑽のチャンス 
教師力向上のためには，自己相互研鑽の機会の確保が課題でもあります。特に若い教職員や少

数の教科・職種の教職員にとっては，学びの機会の確保は大きな課題です。もちろん，それぞれ

の校・園内研修も十分活用しますが，他校・園の教職員と直接かかわりあい，新しい知識やアイ

デアに出合える研究協議会は自分を高めるチャンスです。他校・園の教職員の授業や指導技術等

から学んだり，積極的に授業や実践を公開したりすることで，双方向に学びを広め，自分を高め

ましょう！ 

 

 

 

 

 

 

教育支援課 研修・研究グループより 

研究協議会活動を振り返ってみましょう 

□ 研究協議会に積極的に参加していますか。 

□ 研究協議会に課題意識をもって参加していますか。 

□ 研修によって得た知識や指導技術等を実践していますか。 

☆ こんな活動もしています 

＜合同研究協議会＞  
複数の研究協議会が合同で授業研究会等を行って，学びを深め 

ています。 

 ○ 小学校と中学校の合同開催（９部会） 

国語科，社会科，算数科と数学科，理科，音楽科，図工科と美術科， 

体育科と保健体育科，家庭科，外国語活動と英語科 

○ 教科や専門の異なる協議会の合同開催（２部会） 

小学校家庭科と食教育，生活科・総合的な学習と幼年教育 

 

 

 

 

 

＜共催研修会＞ 
 著名な講師を招聘しての講演や講習など，研究協議会と教育支援課が共催で研修会を行い，協議会会

員だけでなく，広く会員以外の教職員の学びも深めています。本年度は 22 講座あります。 
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申込受付中 
これから受講できる共催研修会 

１２月７日(水) 中学校数学科教育 講演 

１２月７日(水) 小・中学校理科教育 講演・意見交流・実技講習 

 １月６日(金) 特別支援教育 実技指導 


